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耳
主
褐
橋
郵
便
物
認
可
{
毎
月
】
圏
一
日
書
行
V

一

括

醐

聾

軍

一
欧
米
に
於
け
る
日
本
皐
肝
究
に
就
い
て
'
:
・
経
済
皐
博
士
本
庄
柴
治
郎

一
支
那
農
業
の
片
影
・
:
・
:
:
;
:
:
・
・
・
法
事
博
士
財
部
静
治

銀
行
機
構
に
於
け
る
通
貨
の
創
作

i

・
:
経
済
皐
博
士
小
島
昌
太
郎

統

計

教

育

論

-
-
j
i
-
-

・
;
・
:
:
-
経
済
皐
博
士
時
川
虎
三

時

論

昭
和
十
三
年
度
の
増
税
・

'

a

:

・
:
M
詩

書

士

沙

見

三

郎

講

満

一

新
興
化
事
工
業
:
;
・
・
・
:
:
・
・
工
事
博
士
喜
多
源
逸

岡

山

内

九

生
命
保
険
事
業
に
於
け
る
投
査
の
特
性
・
:
:
鋭
前
期
土
西
藤
雅
夫

企
業
結
合
と
外
部
節
約
・
・
:
:
:
・
:
組
前
準
士
国
杉
競

同

韻

#

何

一
追
放
皐
者
の
観
た
る
ナ
チ
ス
の
経
済
理
論
・
経
済
事
土
中
川
典
之
助

ヴ
ア
イ
ナ
!
の
困
際
貿
易
論
研
究
:
・

2
問

事

士

松

井

清

リ
カ
ア
ド
ウ
の
矯
替
論
と
購
買
力
平
憤
読
・
・
経
済
事
士
有
井
治

リ

i
フ
マ
ン
の
問
屋
制
度
論
:

j

-

a

:

・
魁
済
摩
士
堀
江
英
一

附

録

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題
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リ
カ
ア
ド
り
の
錦
替
論
と
肱
買
力
平
偵
説

リ
カ
ア
ド
ウ
の
矯
替
論
と

購
買
力
平
慣
説

チド

治

エ
ン
ゼ
ル
に
依
れ
ば
所
諮
問
民
力
平
債
一
況
を
最
初
に
川
へ
た

の
は
ホ
ィ
1
ト
レ
し
で
あ
り
、
弐
で
フ
レ
ー
ク
。
ナ
」
を
就
き
、
殊

に
ホ
ィ
l
ト
レ

l
は
異
質
矯
持
制
揚

(5ZEE-}官
)
印
ゆ
り
腕

武
力
卒
偵
と
名
目
的
翁
待
相
揚

同
別
し
、

共
dコ
閥
係

Zえ
し
」

ゐ E
る E

と=戸
、"A吋 j 芦
のと
で E
ぁ 3i
る

が L
」
岳
』

今
我
々
の
注
意
を
泣
く
の
は
リ
カ
ア
ド
ウ
の
鳩
椋
盟
諸
と
カ
v

セ
ル
の
腕
民
力
一
小
似
設
と
は
賞
に
附
似
し
、

大
憾
に
於
て
後
者

は
、
前
符
の
所
淀
に
北
川
い
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
賞
寸
あ
る
。

尤
も

リ
カ
ア
ド
ウ
の
合
同
四
迎
論
に
は
ば
に
相
矛
府
す
る
川
山
惣
が
存
在

す
る
。
従
っ
て
法
に
リ
カ
ア
ド
ウ
の
同
作
現
論
と
云
ふ
も
彼
の

忠
忽
の
一
耐
を
指
糾
す
る
の
で
、

北
ハ
の
潟
円
滑
川
町
論
の
全
部
を
意

味
す
る
の
で
は
た
く
、

ト
ヒ
〉
巾

t
i
t
i
-
-
L
H
t
r』
包
E

i
r
o
川
刷
V

P

J
ノ

H
7れ
μ
A
!日
、
ヲ
~

一
一
向
を
品

第
四
十
六
巻

年己

競

fE{4)」;

帥
ち
リ
カ
ア
ド
ウ
の
初
期
の
論
文
、

殊
に
『
地
金
の
高

に
於
け
る
彼
の
閉
山
想
は
正
に
蹴
民
力
千
慎
一
況
で
-
あ
る
と
忠

ふ
。
此
事
は
リ
ヒ
タ
ー
が
カ
ザ
セ
ル
の
設
を
以
て
リ
カ
ア

r
ウ

誌
の
再
生
に
過
ぎ
友
い
と
力
祝
す
る
所
で
る
る
。
依
っ
て
以
下

私
は
リ
ヒ
タ
1

の
所
況
を
参
似
し
つ
h

此
の
問
題
に
闘
し
若
干

)
?
?
t
L
 

0
4京
ゑ
ー
を

-
M
F。

-一，

y
ソ

酔

:
J
E
t
-
L
5
1
4
E上
古
}

F

-

n
u
v
L
1

ぺ
八
『
附
則
ロ

E
7
4
h
m
u説
い
い
ん

ιt司
ド

も
布
名
で
、

政
刊
慨
に
於
て
も
北
(
の
相
介
と
批
許
が
闘
に
利
牝
h
夜
中
♂

く
、
殊
に
最
近
谷
口
同
士
に
依
て
明
快
た
説
明
と
批
判
が
地
(
へ

ら
れ
た
か
ら
、

本
文
に
於
て
は
カ
ッ
セ
ル

の
主
張
に
附
す
る
武

明
は
之
を
省
時
し
、
主
と
し
て
リ
カ
ア
ド
ウ
の
腕
民
力
一
小
偵
設

的
た
潟
停
迎
諭
に
就
て
の
み
前
週
す
る
。

リ
カ
ア
ド
ウ
の
一
地
金
の
高
債
」
一
は
次
の
如
き
想
定
に
始
る
。

「
政
治
的
粧
品
円
山
県
に
於
け
る
定
評
あ
る
人
々
の
巧
ふ
る
川
に
依

れ
ば
、

位
凹
作
の
貨
物
を
流
通
さ
せ
る
矯
に
用
ひ
ら
れ
る
立
金
川
崎

は
、
銀
行
制
度
が
生
れ
る
以
前
に
、

夫
々
の
商
業
及
び
宮
の
蹴

住
に
従
っ
て
各
閥
が
な
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
支
榔
の
教
と
頻

皮
と
に
昨
応
じ
て
、

一
定
の
割
合
?
分
配
さ
れ
て
ゐ
た
。
斯
の
如

、Vllcatley，J.; }{町山口k~ Onしurrencyand Conllu，:-rce;t London 1803・
Blake， ¥Vm.: Ollservations on the Principles which regulate the Cnurse of 
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1) 
2) 



く
分
配
さ
れ
て
ゐ
る
限
り
、
賞
金
属
は
到
る
庭
に
於
て
同
じ
慣

値
を
有
す
る
i
l
-
-
-
』
而
し
て
世
界
に
存
布
す
る
令
銀
山
絶
針

的
数
自
主
は
、
そ
れ
が
各
閣
聞
に
分
配
さ
れ
る
割
合
に
就
て
は
何

等
の
影
響
を
持
た
な
い
。
荒
し
金
銀
数
量
の
貸
す
時

の
影
響

は
川
貨
の
慣
怖
の
金
銀
に
到
す
る
相
創
的
な
鴨
終
に
過
ぎ
や
、

上
り
少
い
貨
幣
量
は
よ
り
多
い
夫
れ
と
同
様
に
流
通
手
段
と
し

で
の
峨
能
を
瀧
す
か
ら
で
あ
る
。
斯
る
リ
カ
ア

l
ウ
の
川
山

hmは

ぽ
界
の
財
貨
量
L
」
貨
幣
主
と
を
劃
立
せ
し
め
刊

孔
ハ
の
同
国
他
山
比

-
u
f三
木
町

F
F
-
3
E
E
一
1
3
主
在
危

r
z
r
c

師
向
V
+
宜
ト
巧

d
m
l
一
J
9
イ
仇
引
い
止
』

i
i
V
寸
法

Z
一

5
4
H中

ん
汁

4
よ
v

河
川
戸
元
副
勺
E

払

1
7
4
rド
心
一
[

業
や
財
貨
及
び
北
(
の
支
例
の
時
型
化
は
貴
金
属
数
置
の
新
し
い
制

合
に
慮
中
'
る
分
配
を
悲
一
旭
町
。
斯
る
貴
金
局
数
煮
の
新
し
い
刻

合
に
艇
や
る
再
分
配
が
、

如
判
に
し
て
起
り
又
決
定
さ
れ
る
か

ば
、
右
に
遁
ペ
た
る
が
如
き
数
日
ι

一
良
市
叫
と
共
に
、

ワ
カ
ア

γ
ウ

ω

潟
地
サ
埋
論
の
棟
本
思
想
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

時
過
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
、

リ
カ
ア
ド
ウ
の

d

地
金
の
一
向

慣
』
は
所
謂
通
貨
主
義

寸
も
の
で
あ
っ
て
、
通
貨
主
義
は
銀
行
雰
を
以
て
本
位
貨
の
代

((一回目-。ロ
2

の
明
失
を
な

【

J

】
=
己
主
の
)

用
物
と
視
る
事
ム
」
数
量
説
を
採
る
事
と
を
以
て
共
の
特
色
と
す

リ
カ
ア

r
ウ
の
錦
持
論
と
購
買
カ
平
債
詑

る
。
即
ち
準
備
金
が
靖
加
す
れ
ば
之
と
同
相
の
銀
行
雰
が
精
強

せ
ら
れ
、
銀
行
家
の
増
設
は
一
般
物
債
の
騰
出
誌
を
促
し
、
検
出

を
妨
げ
輸
入
を
促
進
す
る
。
輸
入
趨
過
の
結
川
本
は
貴
金
胤
の
流

出
と
な
っ
で
現
れ
、
従
っ
て
生
や
る
銀
行
止
悼
の
牧
縮
は
一
般
物

他
岡
物
慣
と
相
平
均
す
る
に
五
っ
て
止

む
。
而
し
一
し
折
る
白
働
的
利
凶
作
用
を
最
も
完
全
に
皆
む
も
の

慣
を
下
落
せ
し
め
、

は
ん
b
E
あ
っ

銀
行
山
本
は
比
ハ
の
仲
縮
糾
山
花
於
て
令
一
程
に
は
い
街

し
く
な
い
い
と
抑
制
ふ
わ
で
あ
る
。

此
伽
却
に
就
て
リ
カ
ア
ド
ウ
は

定
激
国
軍
の
今
一
は
常
に
符
凶
に
於
℃
同
置
の
本
間
口
山
花
到
す
る
曜
日

力
を
訂
す
る
と
考
へ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。

日
く
『
金
の
稀
少
性
が
其
の
債
値
を
高
め
る
事
ほ
椛
で
あ
り
、
又
民

の
結
果
と
し
て
金
が
他
心
別
行
と
の
交
換
に
於
て
、
よ
り
多
く
の
則
貨

を
五
恥
し
川
町
る
様
に
な
る
引
も
棋
で
あ
る
。
併
し
命
が
如
何
に
稀
山
γ
で

あ
る
正
し
で
も
、
金
九
日
畑
町
仰
が
減
俄
し
た
沼
況
で
測
定
せ
ら
れ
る
口
明
一

な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
令
の
市
場
悦
怖
を
症
幣
倒
陥
以
上
に
著
し
く
騰
良

さ
せ
る
筈
は
た
山
c
」
一
両
し
て
『
会
の
傾
怖
が
騰
員
し
た
と
一
五
ふ
の
は

設
で
あ
う
ア
一
、
比
一
の
償
備
に
暗
躍
動
を
紹
陥
糊
し
た
り
は
、
金
で
は
な
〈
年

ろ
紙
幣
で
あ
る
三
傍
一
七
志
一
片
午
ゅ
簿
貨
の
内
に
合
空
れ
て

ゐ
る
金
を
以
て
獲
得
し
得
る
の
と
同
設
の
貨
物
を
隣
ふ
錦
に
は
、
我
・
々

は
冊
一
界
の
到
る
彪
の
市
場
で
附
傍
一

O
忘
の
銀
行
券
を
提
供
せ
な
け
れ

第
凶
十
六
巻

，.，い
現ヨ

競
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たい t1:
ぃ限な
もりら
の、な

L 久む、 リ

絞 L ~12) カ

にき『ア
思に期 j-

は互〈ウ
れりての

る他- ~~~ 
ι1.H図園雪

6つの嗣

夫運と
よ貨些
日は民
ょ、貴 7)
り、金平

大属似{
な白ID'~

る 敷
f肯量:
古賀に
を 費
11' 11: 
ち白

f号な

リ
カ
ア
ド
ウ
に
伏
れ
ば
金
日
樹
木
位
の
場
合
、
却
中
h

J

4

2

流
通
媒

介
物
が
段
低

せ
さ
る
錨
貨
司

叉
は
町
川
ろ
可
制
貨
と
町

ゆ
戸
》

p
え
)

L
F
P

二二、
4
K
E
F
L
1苛

P1d
亡
!
~
仕
H
h

コキへい
J
，
1J

ご
K
1
6
7
d
川
比
h
り

匠
い
れ
M
4
j

計
七
F
t引
T
F
tお
小

H
1
1
4
f
一
一
一
一
町
6

F
ドト

F
4
1
J
T

へJ1
み
J
民

j
シ

l

平
偵
を
中
心
と
し
て
武
金
日
閣
の
聡
迭
に
伴
ふ
諸
費
用
上
り
以
上

に
も
以
下
に
も
縫
動
す
る
筈
は
友
い
」
の
で
あ
る
が
、
『
併
し
流

通
媒
介
物
が
減
債
せ
る
紙
幣
か
ら
成
立
っ
て
ゐ
る
揚
合
に
は
、

筋
替
は
共
の
減
僚
の
程
広
に
感
じ
て
必
然
的
に
下
決
』
ず
る
。

『
夫
故
に
、
潟
替
は
削
り
取
ら
れ
た
銭
貨
又
は
減
似
し
た
紙
幣

か
ら
生
十
る
通
貨
の
減
債
を
判
断
す
べ
き
か
な
り
正
確
な
標
準

(♀
5
-
c乙
で
あ
る
o
』
更
に
彼
は
云
ふ
、

『
若
し
も
紙
幣
殺
行
擦
の
世
間
に
依
て

一
千
寓
併
の
代
り
に

一
千
一
ぽ
高
山
怖
が
流
泊

上
に
使
用
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
僑
替
相
場
は
九
%
英
闘
に
逆
と

な
る
で
あ
ら
う
。
若
し
一
千
二
一
白
高
砂
が
使
用
せ
ら
れ
た
な
ら

ぽ
一
六
%
、
二
千
高
山
怖
が
使
用
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
鳩
替
相
場
は

究
O
%
英
闘
に
逆
と
な
る
で
あ
ら
う
』
と
。

第
四
十
六
巻

1'.'1 

害事

披

1"1 

右
の
如
き
リ
カ

7
F
ウ
の
鴻
替
理
論
は
主
と
し
て
金
属
本
位

問
問
に
受
賞
ナ
る
も
の
で
あ
る
が
、
紙
幣
固
に
於
て
は
如
何
と

云
ふ
に
、
此
の
揚
品
目
は
金
属
本
位
の
場
合
と
は
共
の
機
構
を
異

に
す
る
。
紙
幣
陥
刑
務
の
場
合
は
流
通
手
数
の
増
加
、
従
っ
て
北
一

の
悦
似
の
下
引
所
帥
ち
一
般
物
一
例
の
桃
山
以
と
紅
る
の
で
あ
る
が

お
札
古
一
三

L

，
、
〉
羽
L

¥

〉

抗
1

4

t

日
?
工
、
ロ

b
J
1
5
h
ト
江
刑
判
F

」八、

R
Y
F
I
寸
J

引
い
わ
が
日
胆
'Oノ

J
F
-
リ

I
Hい
ド
し
斗

M
F
T
L

ノ
11M九
一

/
4
l
M
v
t

て
は
金
以
の
流
出
に
依
て
閥
内
の
一
般
物
航
と
位
悶
む
一
般
物

市
川
と
の
均
衡
が
同
復
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
紙
幣
闘
に
於
て
は

疏
通
手
段
の
増
加
は
一
般
物
債
の
騰
貴
と
た
り
、
従
っ
て
生
守

る
潟
替
相
場
の
下

HIT-
い
ふ
迂
路
を
通
じ
て
他
岡
止
の
物
侠
均

術
が
行
は
れ
る
。
逆
に
云
へ
は
、
外
岡
偽
称
相
揚
の
下
落
は
、

祇
幣
本
位
閣
の
物
債
が
、
他
闘
の
物
債
と
均
術
hz
得
る
に
至
る

迄
、
邸
主

J

貨
幣
の
時
武
力
が
、
各
閣
に
於
て
均
等
と
た
る
迄
繕

時
制
さ
れ
て
、
此
の
均
衡
賄
に
落
付
く
と
リ
カ
ア
ド
ウ
は
云
ふ
。

此
の
主
張
は
正
に
購
買
力
卒
償
読
の
精
髄
共
物
で
あ
る
。

日
〈
『
何
れ
か
一
閣
に
於
て
英
蘭
銀
行
の
様
な
流
遁
媒
介
物

た
る
銀
行
券
を
渡
行
す
る
権
能
を
有
す
る
銀
行
が
創
設
さ
れ
て
、
多
町
帆

の
銀
行
券
が
向
人
へ
の
貸
出
又
は
政
府
へ
の
貸
上
。
ト
刀
法
に
依
で
経
行

"Three Letters on the Price of Gqld，" (Aug.-l¥io、:d309)L;' D. Ricardo， 
e【Lby lIollander， Baltimore 1903， p. 15・
I主1宮h Price of Blll1ion， E回 ay!->，p. 26. 13) 
lbidem p. [9・
Principle:; of Political Fconomy and Taxation? ed. b、

-
ro 
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せ
ら
れ
、
其
震
に
遇
貨
の
額
が
著
し
〈
噌
加
さ
れ
た
と
す
れ
ば

挽
通
雄
介
物
の
債
値
は
下
落
し
、
そ
れ
に
比
例
し
て
財
貨
の
倒
格
は
騰

貴
ナ
る
で
あ
ら
・
っ
。
而
し
て
此
闘
と
外
閥
止
の
問
の
均
衡
は
、
錆
貨
の

en 

一
部
を
輸
出
す
る
事
に
依
て
O

み
回
復
さ
れ
る
で
あ
ら
れ
。

『
池
通
手
段
が
全
部
紙
融
市
か
ら
成
立
っ
て
ゐ
る
場
令
に
は
、
紙
借
り

帯
加
は
、
そ
れ
が
他
の
財
貨
り
償
椅
を
騰
貴
せ
し
め
る
の
と
同
ピ
心
刀
法

マ
而
も
同
ピ
割
合
で
、
地
金
の
(
|
償
伎
を
下
落
せ
し
め
る
事
な
し

•• 

に
、
而
も

i
l貨
幣
債
絡
を
騰
貴
せ
し
め
、
且
つ
同
じ
理
由
か
-
b
外
国

霊吋
H
U漉
せ
し
品
る
で
あ
‘
?
っ
。
併
し
此
の
下
落
ほ
h
M

口
町
品
川
マ
あ
つ

で
員
賞
附
で
は
な
い
、
従
っ
て
そ
れ
は
地
金
目
檎
出
を
促
し
得
な
い
で

あ
ら
う
。
読
し
此
の
場
合
に
は
市
場
内
山
地
金
銀
は
哨
加
咋
J
v

、
従
つ

で
地
金
の
債
値
は
些
か
も
減
少
せ
な
い
か
ら
で
あ
l
m
o』

而
も
リ
カ
ア
ド
ウ
は
一
定
量
の
貨
幣
は
、

そ
れ
が
金
銀
よ
り

成
る
と
紙
幣
よ
り
成
る
v
ど
を
問
は
や
、

常
に
肘
山
沖
到
る
市
躍
に

於
で
同
量
の
商
品
を
購
買
し
得
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
た
J
一4

流
通

が
過
剰
と
友
る
事
は
決
し
て
な
い
。
世
相
し
そ
れ
が
金
銀
貨
幣
で

る
る
な
ら
ば
、
共
の
数
量
一
の
噌
加
部
分
は
何
れ
も
金
山
田
仲
に
分

又
者
し
そ
れ
が
紙
幣
で
あ
る
な
ら
ば
、

有
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

共
の
夜
行
闘
に
の
み
分
布
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
此
後
の
場
合
に

は
、
増
加
部
分
が
債
格
に
及
ぼ
す
影
響
は
園
内
的
に
し
て
而
も

リ
カ
ア
ド
ウ
の
鋳
替
論
と
購
買
力
平
情
説

る名
古語 目
ら的
でで
ああ
るる
018.1 

蓋
し
外
閣
の
買
手
L主
f.$， 
替
t亡
依
」

補
償
さ

れ

以
上
之
を
要
す
る
に
、

リ
カ
ア
ド
ウ
は
金
属
本
位
聞
と
紙
幣

本
位
闘
と
を
分
ち
、

(
一
)
金
属
本
位
困
聞
に
於
て
は
数
輩
記
が

共
催
適
用
せ
ら
れ
、

一
般
物
債
の
均
衡
は
夫
三
週
営
た
貴
金
属

の
配
分
に
依
て
賓
現
せ
ら
れ
る
。
故
に
金
属
本
位
園
聞
に
於
け

る
鴻
替
相
場
は
、

地
金
の
一
手
間
を
中
心
と
し
、

共
の
脈
問
執
と

機
入
拡
と
の
聞
に
受
動
ず
る
と
な
す
。
突
に
三
一
)
紙
幣
本
位
閤

の
場
合
に
は
放
川
市
一
一
試
は
活
該
紙
幣
闘
に
の
み
油
別
せ
ら
れ
、

の
金
属
本
位
固
と
の
一
般
物
偵
の
均
衡
は
鵠
待
相
場
の
秘
動
を

通
じ
て
維
持
さ
れ
る
。
即
ち
紙
幣
本
位
闘
と
令
一
川
崎
本
位
闘
と
の

鴻
替
相
場
は
、
他
の
事
情
に
礎
化
友
き
限
り
、
紙
幣
明
後
の
程

度
、
従
っ
て
生
宇
る
紙
幣
本
位
闘
に
於
け
る
物
的
総
立
の
程
度

に
版
じ
て
決
定
す
る
と
た
す
の
ゼ
あ
る
。

リ
カ
ア
ド
ウ
が
二
同
開
の
伐
帯
相
場
は
雨
凶
行
幣
の
潤
内
勝
賞
力
の

比
率
に
依
て
決
定
せ
ら
れ
、
此
の
場
合
が
平
偵
を
な
す
と
考
へ
て
ゐ
た

事
は
、
次
の
如
く
に
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。
『
若
し
も
一

O
O
時
町
四
割
英

錫
替
手
形
が
、
フ
ラ
ン
ス
及
び
ス
ペ
イ
ン
に
於
で
、
問
金
相
聞
の
割
ハ
ン

ブ
ル
ク
手
形
と
同
一
数
量
。
貨
物
を
購
買
し
得
る
な
ら
ば
、
ハ
シ
プ
ル

第
凶
十
六
巻

五

第

古島

五

日二
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リ
自
力
ア
ド
ウ
の
錫
替
諭
と
購
買
力
平
債
詑

グ
英
図
問
の
銭
替
は
平
債
で
あ
る
が
、
若
し
も
一
三
O
傍
の
封
英
手
形

が一

O
O
時
の
劉
ハ
ン
プ
ル
グ
手
形
と
同
ピ
丈
L
か
購
買
し
得
ぬ
と
す

e
 

れ
ば
、
偲
替
が
英
閣
に
逝
剖
な
る
事
三
0
4
N
で
あ
る
。
』
而
し
て
不
利
な

貿
易
差
額
の
岱
替
に
及
ぼ
す
影
響
に
は
一
定
の
限
度
が
存
在
し
、
其
の

限
界
は
四
父
は
五
万
で
あ
る
。
一
五
|
|
二
O
%
に
蓮
ず
る
錦
替
相
場

町
下
落
は
、
貿
易
差
傾
以
外
の
一
一
層
永
久
的
な
原
同
に
蹄
さ
石
べ
き
で

斯
る
儒
替
相
場
の
下
務
は
沈
油
媒
介
物
。
減
慣
に
依
て
説
明
せ
ら
る
べ

叩

き
で
あ
る
と
訊
p
t
c

上
に
越
ぺ
た
る
が
如
き
リ
カ
ア
ド
ウ
の
鋳
替
理
論
は
同
よ
り

完
全
た
も
の
で
は
友
い
。

而
も
認
に
注
意
す
ぺ
き
は
、

4皮
の

『
政
治
的
経
済
及
び
課
税
の
原
理
』
第
七
章
外
園
貿
易
論
中
に

は
、
以
上
の
鴻
替
理
論
と
矛
盾
す
る
幾
多
の
立
言
あ
る
事
で
あ

る
。
例
へ
ば
生
産
技
術
や
機
械
の
改
良
・
よ
り
高
き
熟
練
・
よ

り
良
き
機
械
・
課
税
の
綬
巌
・
気
候
の
良
否
・
天
然
資
源
共
他

生
産
上
の
使
袋
多
き
聞
に
於
て
は
、
財
貨
生
産
の
爆
に
よ
り
少

き
土
地
と
労
働
と
を
必
要
と
す
る
に
止
る
か
ら
よ
り
安
債
に
生

産
を
欝
み
符
、
従
っ
て
輸
出
超
過
を
維
持
す
る
事
が
出
来
る
。

斯
る
固
に
於
て
は
輸
出
超
過
の
絡
拠
金
銀
が
流
入
し
、
此
闘
に

第
四
十
六
巻

-
~
ゾ、

第

披

ム
/、

於
け
る
一
般
物
侵
は
他
図
よ
り
高
位
を
維
持
す
る
。
従
っ
て
貨

幣
の
債
値
は
各
国
に
於
て
周
到
る
も
の
で
、
此
の
場
合
各
国
の
貨

幣
の
針
内
購
買
力
は
、
矯
替
相
場
に
依
つ
て
は
表
示
せ
ら
れ
得

十
、
生
産
の
不
利
な
る
闘
か
ら
金
銭
が
流
閃
し
得
た
い
と
す
れ

ぽ
、
北
九
の
偽
称
相
場
は
一

O
、
二

O
、一一一

C
%も
逝
調
壮
一
爪
す

と
-
T
A

ふ
が
如
・
寄
せ
H-
ん
で
あ
る
の
此
事
は
リ
カ
ア
ド
ウ
の
経
歴
か
ら

見
て
、
川
似
の
思
想
の
耕
一
化
と
断
し
得
る
と
F
h
h
J
Y

る
が
、
今
営
而

の
問
題
で
左
い
か
ら
暫
〈
之
を
措
く
。

併
し
又
カ
ッ
セ
ル
が
引
則
す
る
如
く
『
震
特
相
揚
を
論
じ
、

各
関
に
於
け
る
貨
幣
の
比
較
的
慣
値
を
論
や
る
に
営
つ
て
は
、

我
々
は
何
れ
の
園
に
於
て
も
、
共
の
貨
物
で
評
定
せ
ら
れ
た
貨

幣
の
債
値
を
共
の
誇
擦
と
し
て
は
友
ら
ね
。
碑
同
葬
は
決
し
て
貨

幣
の
比
較
的
債
値
を
、
穀
物
・
布
叉
は
共
他
何
等
か
の
貨
物
で

測
定
す
る
事
に
依
て
確
め
ら
れ
る
も
の
で
は
た
〈
て
、

岡
σ3 

通
貨
の
債
値
を
他
闘
の
通
貨
で
測
る
事
に
依
て
碓
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
も
』
と
い
ふ
。
此
の
思
想
か
ら
カ
ッ
セ
ん
は
、

リ
カ
ア

ド
ウ
が
金
属
本
位
園
聞
の
潟
替
相
揚
の
み
を
論
じ
、
後
世
に
所

謂
支
梯
差
額
設

(
民

m
F
Z
3
2
w
O
『
で
p
y
g
mロ
宮
、
口
百
O
『

可

)

を
創
始

Principles， p. 128-129・
TIigh Price of Bullion， E:oisays， p. 28. 
制稿、廼貨主義とリカアドウの貨幣論ー頼情論叢 28 容 3 苦闘~(昭和 4年 3月披}
参照。
Ca~~eJ ， G.; 1¥{oneτ and Foreign _ Exc;hange 包fter (-914， .r..(，H~d('m" .r手目I 4t11， 
lmp. 1927， p. 173-4・
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し
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、

リ
カ
ア
ド
ウ
の
右
の
一
言
葉
は

考
方
に
依
て
は
購
買
力
平
債
設
の
思
想
と
解
し
得
る
の
み
た
ら

-
?
、
既
市
川
」
の
如
く
リ
カ
ア
ド
ウ
の
初
期
の
論
文
、
殊
に
『
地
金

の
高
債
』
に
於
け
る
彼
の
思
想
は
正
に
購
買
力
・
平
償
読
で
あ
る

と
思
ふ
。

と
れ
カ
少
セ
ル
自
身
の
リ
カ
ア

F
ウ
の
矯
替
理
論
に

闘
す
る
右
の
如
き
絞
漣
あ
る
に
拘
ら
や
、
我
々
は
リ
ヒ
グ

1
と

共
に
カ
ヴ
セ
ル

の
購
買
力
平
償
淀
が
リ
カ
ア

F
ウ
の
鴻
替
迎
論

に
茶
〈
と
考
へ
る
所
以
で
あ
る
ゆ
尤
も
リ
カ
ア
ド
ウ
は
金
属
本

力
"
セ
ん
は
一
氏
幣
本
位
閥
間
心
潟
場

位
閉
幽
問
の
焔
特
相
場
在
、

相
場
を
、
主
た
る
考
察
の
針
象
と
し
た
事
の
相
違
は
之
を
認
め

た
け
れ
ば
な
ら
友
い
が
、
雨
者
の
根
本
思
想
に
は
殆
ど
差
異
友

し
と
謂
ひ
得
る
。

と
れ
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
欧
洲
の
経
済
紙

態
と
、
欧
洲
大
戦
後
の
世
界
の
経
済
欣
態
が
頗
る
酷
似
し
、
同

様
の
現
象
と
問
題
と
理
論
と
を
展
開
し
た
に
由
る
も
の
で
は
た

か
ら
う
か
。

唯
だ
カ
ッ
セ
ル
が
リ
カ
ア
ド
ウ
の
論
文
を
閑
却
し

た
理
・
闘
は
、

カ
ッ
セ
ル
が
リ
カ
ア

F
ウ
の
論
文
集
を
読
ま
な
か

っ
た
震
か
、
或
は
購
買
力
卒
債
設
を
共
の
濁
創
と
友
す
第
に
敢

で
之
に
言
及
せ
な
か
っ
た
潟
か
、
之
を
詳
に
す
る
を
得
な
い
。

り
カ
ア
ド
ウ
の
錫
替
諭
と
購
買
力
平
情
説

闘
に
所
謂
購
買
力
平
傭
詮
が
カ
ヅ
セ
ル
叩
名
の
下
に
知

ら
れ
る
に
至
ワ
た
過
程
は
大
鶴
次
の
如
き
も
り
で
あ
る
。

即
ち
カ
ツ
セ
ル
が
其
設
を
最
初
に
後
表
し
た
の
は
一
九
一

六
一
七
年
四
大
戦
中
の
芝
刈
J

彼
は
二
困
聞
の
怨
替
相

場
は
常
該
二
園
間
四
一
般
物
債
水
準
。
比
に
依
て
定
る
と

し
、
貨
常
敷
量
訟
に
よ
れ
ば
、
一
岡
田
物
倒
水
準
は
其
の

流
通
手
段
目
数
量
に
正
比
例
し
て
定
吾
、
故
に
此
設
を
貨

と
す
れ
ば
二
岡
間
の
銭
替
相
場
は
、
共
の
流
通
手
段
の
穀

豊
の
比
例
k
t措
い
て
品
開
花
2
れ
る
と
考
へ
、
之
を
期
論
的

鋳
替

(JJ22BEE-
判
官
E
2四
m
u
F
E
E
Z
E
H
Z
g
m
l

n
r
詰
}
回
目
立
)
と
名
付
け
た
。
後
に
脇
町
民
力
平
間

(
H
W
5
n
t
E
J

Z
R
2
3
0
L
f
z日
開

z
p
z
S
E
Z山
内
)
の
概
訟
を
導
入

二
困
問
の
錫
替
相
場
は
先
づ
第
一
に
常
該
二
園
間

の
貨
幣
の
圏
内
購
買
力
の
比
に
依
て
定
め
ら
れ
る
と
主
張

し尋問吋
0

此
設
を
有
名
な
ら
し
め
た
の
は
一
九
二

O
年
九
月

下
旬
か
ら
十
月
初
旬
に
亙
っ
て
プ
ラ
ッ
セ
ル
に
聞
か
れ
た

し
て
、

閣
際
聯
蝦
主
催
の
困
際
財
政
曾
議
で
あ
つ
で
、
カ
ヴ
セ
ル

は
此
?
曾
議
の
震
の
血
官
義
一
を
鼓
表
し
、
多
〈
の
賛
成
者
と

一
九
二
二

年
に
至
っ
て
『
一
九
一
四
年
以
後
の
貨
幣
及
び
外
図
録
替
』

が
出
版
さ
れ
て
、
彼
の
購
買
力
平
債
設
は
完
成
し
た
。
ヵ

引
セ
ル
の
主
著
『
祉
舎
鰹
済
警
は
最
初
比
四
銭
惑
を
合

支
持
者
を
得
て
彼
中
設
の
地
世
は
雌
立
し
た
。

第
四
十
六
巻

第

披
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り

1
フ
マ
ン
の
間
賠
制
度
論

一
九
二
一
年
内
第
二
版
以
来
勝
賞
平
偵
設

の
要
領
を
主
と
し
て
第
五
節
で
説
明

L
、
一
九
二
七
年
の
第
四
版
以
後

ぽ
第
五
編
外
岡
貿
易
諭
を
迅
制
し
て
更
に
其
の
説
明
を
伺
う
て
ゐ
る
。

『
九
三
三
年
六
七
月
の
倫
敦
に
於
け
る
世
界
経
済
合
議
に
際
し
て
カ

四

ヅ
セ
ル
は
『
安
定
に
闘
す
る
閣
官
普
』
を
愛
表
し
た
が
、
此
際
彼
り
設
に

針
し
て
種
々
の
反
樹
や
批
評
が
載
に
論
議
せ

ιれ
た
。
此
事
は
カ
ツ
セ

ル
の
附
州
民
カ
卒
倒
訟
が
一
の
愚
設
と
し
て
既
に
十
分
の
地
伎
を
占
め
た

都
を
衷
脊
し
て
ゐ
与
の
で
あ
る
。

ま
な
か
ワ
た
の
で
あ
る
が
、

第
四
十
六
陸
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